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本研究開発の概要 
インターネットとテレビ映像を融合した、新しいコンセプトで実現されるネットワーク情報配信プラットフォームとし

ての映像方式「ハイパーリンクムービー」を提案する。提案方式は、従来の映像メディアには無い制御軸（ネットワーク

情報アクセス）を加えることによって、高い自由度をユーザに提供するだけでなく、ネットワーク上に存在する情報から

ユーザが希望する情報を自動的に検出する機能の実現を試みる。具体的には、映像を動画像と音響信号の統合データとし

て捉え、音響信号については、音楽と音声を異なるモデルで表現することで、映像の類似度を定義し、動画像信号につい

ては、撮像物体の認識に大量の学習データを要するシステム構造を避け、実用化に簡便なシステムとした。さらに、音声

について、既存のテキスト変換手法により得られる結果を利用することで、音声認識精度が低い場合でも、それを利用す

ることで、映像の統合データとしての性質に着眼した高精度な映像検索システムが実現された。実際に、ニュース映像の

推薦システムを試作し、インターネット上に存在するニュース映像とのハイパーリンクの実現性が示された。 
 

Abstract 
A novel information delivery platform, hyperlink movie, fusing the Internet and television is presented in this article. 
This platform provides network access of multimedia contents and realizes fully automatic and highly flexible 
information retrieval on users’ demand. The hyperlink system for network access is established based on a 
multimodal integration of visual and audio analysis techniques combined with speech-to-text ones. A prototype 
recommendation system has been implemented to evaluate the practicability of the hyperlinks among multimedia 
contents on the Internet. 
 
１．まえがき 

近年の記憶媒体の大容量化やインターネットによる映

像配信サービスの普及に伴い、ユーザは大量の映像を容易

に手にすることとなった。しかしながら、ユーザが希望す

る内容の映像を入手する際には、映像名や製作元等の予め

手動で付与されたメタデータを手がかりにして検索が行

われている。映像データの爆発的増加とその視聴形態の多

様化が進む現在において、手動によるメタデータに頼らず、

映像の内容を理解した検索技術の開発は急務である。 

 このような要求の下、ここ数年、コーパスベースのメデ

ィア解析手法が提案され、映像情報の意味理解技術は実用

に向けて大きく前進した。コーパスベースの手法は、意味

理解に有効であるが、使用したコーパスを用いるかにより、

適用可能な映像の種類が限定され、大量のコーパスが必要

であるなどの問題がある。そこで、申請者は、ユーザの多

様な映像の好みに応えることを可能とすべく、インターネ

ットとテレビ映像を融合したネットワーク情報配信プラ

ットフォーム「ハイパーリンクムービー」の提案に至った。

実現のために構築した映像処理基盤技術と高自由度映像

アクセス基盤技術について各々以下に説明する。 

２.研究内容及び成果 

2.1 映像処理基盤技術構築 

2.1.1 個人が望む映像コンテンツの自動検索 
申請時に記述したように、個人が望むコンテンツの自動

検索の可能性について検討を行い、「個人の思考を模擬し

た情報収集システム」の実現のために、次の 2 つの手法を

提案した。 

(1) 個人が希望する映像を自動的に選択する学習手法 

ユーザの映像の視聴履歴を学習データとして強化学習

により、自動的に個人が好む映像を特定する手法を実現し

た。実現されたシステムを図 1に示す。 

(2) 個人が希望する映像を自動的に選択するための音楽

シーン検索手法 

 (1)だけでは、多様なユーザのニーズに応えることが困

難であるため、更なる拡張を目指し、音楽シーン検索を可

能とする手法を提案した。従来の採譜を可能とする音楽信

号の特徴解析手法と異なり、ノイズに影響を受けずに、類

似音楽が存在する映像を提示する。実現したシステムを図

2 に示す。 

2.1.2 個人の多様なニーズに応えるコンテンツ自動生成 

 TV で放送されたサッカー映像を映像ソースとして、個

人が仮想試合を体験する手法を提案した。サッカー映像に

動的輪郭モデルの一つとして知られる、アクティブネット

に基づく新たな手法を提案することで、サッカー映像から

パスコースを自動抽出する。この手法を実際の映像から選
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手位置を変更した映像に適応することで、実試合とは異な

る仮想試合を擬似的に体験することができる。実現された

システムを図 3 に示す。 

2.2 高自由度映像アクセス基盤技術構築 
 2．1 で検討した、完全に自動化されたメタデータ付与

手法により、蓄積メディア上に存在する映像データとイン

ターネット上のデータとの利用の連携を可能とするシス

テムを実現した。以下、実現した各技術について記載する。 
クエリ映像が明確に存在しない場合であっても、蓄積メ

ディア上の映像と Web データを活用することで、ユーザ

が希望する映像にたどり着くことができるインタフェー

スの実現を試みた。提案システムでは映像間の類似度に基

づいて、3 次元の空間上に映像を配置することで、空間の

距離によって映像の類似性を理解することが可能なイン

タフェースとした。尚、本システムにおいて個人の好みを

モデル化するための『プリファランスボード』を準備し、

それらから得られる操作履歴により学習を行うシステム

を導入した。図 4 に提案システムによる映像検索の様子を

示す。(a)には、クエリ映像を与えた直後の様子が示され

ており、その後の映像検索の結果が(b)に示されている。

複数の映像がデータベース中から選択されていることが

確認できる。ユーザはプリファランスボードを通して“音”

と“絵”の両者に自由に重みを設定し、検索を繰り返すこ

とで、希望の映像にたどり着く。明確なクエリを持ち合わ

せていない場合でも、このような連想型の検索により、ユ

ーザが望む映像を獲得する。また、本研究開発により実現

されたシステムには、音響信号の分類機能が備わっており、

それにより音声部分と識別された信号部分に、既存の音声

のテキスト変換を適用し、インターネットのコンテンツと

のハイパーリンクを実現している。組み込まれた現状の音

声認識器の脆弱性を映像処理の結果により補っている。 

 

３．むすび 

本研究開発が示す検索結果の可視化も含めた研究のア

プローチは、映像が持つ曖昧さを許容できるだけでなく、

個人や視聴形態の変化によって適応的なビジュアライゼ

ーションを提供するインタフェースの実現という新しい

研究として位置付けられる。 
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(a)                        (b) 
図 1 Easy Finder －映像検索－ 
(a)ユーザの視聴希望映像（左縦 4 つの映像）。希望映像を
特定することで、その映像と類似の映像を含む映像が検索
される（中央 3 つの映像）。(b) (a)で自動的に提示された
映像中に含まれる類似映像シーン（番組のコーナー）を自
動的に検出する（右縦 2 映像の内、上部が検出された映像。
下部はユーザが視聴を希望する映像）。中央部は提案手法
における映像の特徴量。CEATEC 2006 (Cyber Space 
Navigator –次世代情報アクセス-)にて出展。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
            (a)                       (b) 
図 4 (a) クエリ映像を与えた際の表示、(b) クエリ映像に

対して映像検索を行った結果。CEATEC2007 (Cyber 
Space Navigator –映像の次世代検索システム-)にて出展。 

 
図 3 Sim-Soccer 
ユーザが選択したサッカー
映像シーン（上段左）から、
パスコースを抽出する（上
段右）。ユーザが選手位置を
変更することで（下段左 2
番目）、異なる選手の位置関
係におけるパスコースが提
示され（下段右）ユーザが
仮想試合を体験できる。
CEATEC 2006 にて出展。

 
図 2 Easy Finder－音楽
検索－ 
左縦に録画映像を上部
横に音楽データベース
を表示。ユーザが視聴し
た映像の音楽と類似の
音 楽 を 提 示 す る 。
CEATEC 2006 にて出
展。 


